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会社紹介：事業展開
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※各セグメントの売上高は消去前の数字であるため、セグメント売上高の合計は全社売上高とは一致しません。 また、サブセグメント売上高は、外部顧客に対する売上高を使用しています。

◼ AGC事業展開

ガラスに関する事業
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2030年のありたい姿
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AGCグループが創出したい社会的価値
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2021年に中長期のGHG削減目標を策定し推進。2023年にSBTiから温室効果ガス削

減目標「WB2℃」の認定を取得

カーボン・ネットゼロ目標（2050年）
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2023年1月12日
News Release
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Scope1+2

 Scope1の過半を占める排出源は、ガラス・電子セグ

メントのガラス溶解窯。ガラス溶解プロセスの技術革新、

再エネ導入など進める。カレットのリサイクルも非常に

重要なアクションアイテムの一つ。

GHG排出量削減 ロードマップ(Scope1,2,3)
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Scope3

 サプライヤーエンゲージメント活動の強化や、

地球温暖化係数の高い代替フロン製品の縮

小などを実施。カレットリサイクルはガラス溶

解窯では、最も大きなアクションアイテム。
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ガラス溶解窯におけるGHG削減技術ロードマップ
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2019年

欧
米

ア
ジ
ア

クリーン燃料**の実証実験開始、
導入・展開

電気ブースター*の導入

中小型窯
（ディスプレイ等）

大型窯
（建築・自動車用ガラス）

燃料転換
（重油→
天然ガス）

酸素燃焼

ハイブリッド窯の導入・展開

電気溶融窯の実証実験開始、
導入・展開

電化
省エネ
クリーン燃料
カーボンリサイクル

カレットリサイクル
などの最適化

カーボンリサイクル

カレットリサイクル
技術などの活用

◼ 2030年に向けて、欧米では電化、アジアでは省エネの施策を優先して進める計画

◼ 2050年に向けては、電化を中心に複数の技術を組み合わせて、目標達成を狙う

*通電補助加熱 **アンモニア、水素など

省エネ技術の導入・展開

電気ブースター*の導入
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限りある資源すべての循環ループの構築に挑戦

 限りある資源を有効利用するため、製品の原材料をはじめ、⽣産プロセスで使用するエネルギーや⽔に⾄るまで、トータルな資
源の循環ループを構築することに挑戦しています。資源の有効利用にとって効果的なのは、製品に使用するバージン原料の使
用量を減らし、リサイクル原料⽐率を高めることです。AGCは、ガラスのリサイクル技術の開発に取り組んでいます。

カレットリサイクル：資源枯渇対応
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資源枯渇対応
埋立処分削減※

※産業廃棄物の最終処分場とは？種類や基準について徹底解説 (sanpai-media.com) から抜粋

1トンのカレットをリサイクルして窯
に再投入すると、1.2トンのバージ
ン原料（砂、ソーダ灰）が節約

建築物解体時などに埋立
処分にまわっているカレット
の削減

https://sanpai-media.com/column/1118
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GHG削減効果：カレットはバージン原料よりも溶解しやすいことから、燃料の削減に繋がる。また、

バージン原料に炭酸塩を使用しており、溶解時にCO2が発⽣するが、カレットを増やすと、炭酸塩

の使用量が減少するため、CO2の発⽣を抑えることができる。よって、1Tonのカレットを、バージン

原料の代わりに再利用することで、約0.5～0.7TonのCO2発⽣を抑制できる(Scope1+2+3)。

カレットリサイクル：GHG削減
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GHG削減効果

(Scope1+2+3)※ヨーロッパ事例
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カレットリサイクル率向上にむけて（ポストコンシューマー）
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建築

自動車

太陽光パネル

解体時にカレットがリサイクルできるように回収できていない。
適切にガラスを回収、処理すれば、板ガラスへの水平リサイクルが可能。
経済性含めた課題を検証していく。

廃車解体時にカレットがリサイクルできるように回収できていない。
適切にガラスを回収、処理すれば、板ガラスへの水平リサイクルが可能と考えている。
社内での不良品をリサイクルすることから進めている。廃車からのリサイクルについても検討中。

AGCは太陽光パネルの⽣産は既に停止しているが、2030年以降、大量廃棄が見込まれ
ることから、リサイクル消費を検討中。板ガラスで消費が進まなければ、埋立処理が増え
てしまうと見ている。アンチモンによる品質影響が見込まれるが、消費許容量の見極め、技
術開発を進めている。

AGCは、ポストコンシューマーカレット（外部回収）のリサイクルを積極的に進めていく。
ポストコンシューマーカレットのリサイクルは、今後のリサイクル比率向上に非常に重要。

戸建ては小規模に点
在しており難易度高
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 お客様と協働して、建築物解体

現場からのガラスのリサイクルに取

り組んでおります。

建築：ポストコンシューマーカレット
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廃板ガラスを再資源化/現場から直接製造工場に/大成建設ら | 建設通信新聞Digital 
(kensetsunews.com)

https://www.kensetsunews.com/archives/877085
https://www.kensetsunews.com/archives/877085
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 2026年の資源回収インセンティブ制度に合わせ、自動車ガラスカレットのリサイクルを促進して

いきたい。経済性で課題がまだあることは認識できている。実証試験など検討していく。

自動車：ポストコンシューマーカレット
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産業構造審議会産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会 自動車リサイクルWG 中央環境審議会循環
型社会部会自動車リサイクル専門委員会 第57回合同会議（METI/経済産業省）
参考資料1 使用済自動車に係る資源回収インセンティブガイドライン（中間取りまとめ）

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/haikibutsu_recycle/jidosha_wg/057.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/haikibutsu_recycle/jidosha_wg/057.html
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太陽光パネル：ポストコンシューマーカレット
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板ガラスで太陽光パネルのリサイクルに成功。
将来大量廃棄が見込まれる。
板ガラスは、リサイクルのポテンシャルが非常に大
きい。
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GHG削減への貢献：サーモクライン技術
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AGC独自素材でリサイクル可能な住宅用複層ガラスを実現
◼ ＡＧＣ独自開発の材料を使用した高耐久・高寿命・高断熱の複層ガラス
◼ 化学品の技術で、アルミ・乾燥剤・シール材を一体化し、リサイクルも容易に
◼ 窓の性能はそのままに高寿命化を実現、ライフサイクルでのCO2排出量削減に貢献
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